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幸
松
地
区 

 

八
坂
・
香
取
・
稲
荷
合
社
【
八
丁
目
】 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主

命

ぬ
し
の
み
こ
と 

 

素
盞
嗚

す

さ

の

う

の

命
み
こ
と 

 

豊
受
姫

と
よ
う
け
ひ
め
の

命
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
書
き
残
せ
る
棟
札
箱
表
面
の
記
載
文
に
よ
る
と
、
『
永
録
元
年
十
一
月
秀
宥
な

る
者
の
勧
請
に
よ
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

神
社
が
保
存
し
て
い
る
棟
札
に
は
、
『
奉
造
立
香
取
大
明
神
・
八
幡
大
菩
薩
精
舎
一
宇
、
元
禄
十
五
年 
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九
月
』
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
頃
社
殿
の
改
築
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
考
さ
れ

る
。 

「
享
保
十
九
年
三
月
二
十
七
日
」
に
、
神
部
領
よ
り
『
正
一
位
香
取
大
明
神
』
の
称
号
を
賜
ら
れ
た
際

の
宣
旨
並
び
に
当
時
之
が
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
際
、
奏
上
し
た
祝
詞
文
も
、
当
神
社
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。 寛

政
七
年
五
月
、
「
稲
荷
神
社
」
を
勧
請
し
て
、
「
香
取
大
明
神
」
と
合
祀
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
文

書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
十
四
年
建
立
の
協
進
講
石
碑
に
は
、
『
武
蔵
国
北
葛
飾
郡
八
丁
目
村
に
鎮
ま
り
い
ま
す
「
香
取
大 

明
神
」
は
、
い
つ
の
頃
か
有
り
け
ん
下
総
の
本
宮
よ
り
、『
み
た
ま
』
を
移
し
ま
つ
り
し
を
永
禄
年
間
【
一
、

五
五
八
～
六
九
】
、
居
城
を
関
宿
に
据
え
此
の
あ
た
り
迄
領
し
た
る
足
利
晴
氏
朝
臣
、
御
社
を
再
建
せ
ら

れ
し
と
ぞ
云
々
』
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
永
禄
年
間
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
思
考
さ

れ
る
。 
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明
治
六
年
『
村
社
』
に
列
格
。
昭
和
二
十
四
年
「
宗
教
法
人
」
に
登
録
。 

 
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
「
香
取
社
」
小
名
五
丁
目
の
鎮
守
な
り
、
粕
壁
宿
最
勝
院
の
持
ち
、

棟
札
あ
り
、
中
央
に
永
禄
十
卯
年
十
二
月
と
あ
り
、
年
号
の
両
辺
に
寄
進
人
の
姓
名
等
記
せ
し
と
見
ゆ 

れ
ど
文
字
剥
落
し
て
唯
、
香
取
・
八
幡
両
社
の
よ
し
か
す
か
に
見
ゆ
、
今
は
全
く
香
取
の
み
を
祀
れ
り

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
香
取
社
境
内
に
て
社
頭
は
自
ら
一
廓
を
な
せ
る
、
「
香
取
社
」
あ
り
、
小
名 

本
村
及
び
新
田
の
鎮
守
な
り
、
末
社
「
稲
荷
」
・
「
天
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
香
取
社
「
村
社
」
村
の
南
方
に
あ
り
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
三
月

七
日
。
一
つ
は
香
取
社
「
平
社
」
村
の
北
方
に
あ
り
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
九
月
十
九
日
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

神
社
行
事 

 

毎
年
七
月
七
日
・
十
二
日
・
十
三
日
・
十
四
日
・
十
五
日
の
祇
園
祭
と
春
祭
・
秋
祭
が
行
な
わ
れ
る
。 
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鷺
神
社
『
百
余
尊
権
現
社
』
【
小
淵
】 

ご
祭
神
は 

 

国 く
に

常 と
こ

立
た
ち
の

尊
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
不
二
山
浄
春
院
所
蔵
の
文
書
、
「
鎮
守
百
余
尊
縁
起
」
に
よ
る
と
，
境
内
地
に

接
し
た
小
高
い
土
地
に
あ
り
、
本
郷
と
小
淵
の
界
に
あ
る
社
で
あ
る
。
『
縁
起
』
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

 

「
天
平
勝
宝
【
七
四
九
～
七
五
七
】
の
頃
、
武
州
比
企
郡
に
未
翁
【
ひ
つ
じ
お
き
な
】
と
い
う
者
が
い

た
。
毎
日
未
の
刻
に
皇
都
へ
出
勤
し
た
が
、
時
刻
を
た
が
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
堂
上
を
許

さ
れ
、
未
翁
と
言
わ
れ
て
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
当
地
は
利
根
川
の
ほ
と
り
で
、
大
淵
が
あ
っ

た
の
で
、
巨
淵
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
淵
は
龍
の
都
に
通
じ
る
と
言
わ
れ
、
未
翁
は
こ
の
淵
を
通

っ
て
龍
の
都
へ
行
き
、
宝
珠
を
受
け
万
民
を
救
い
た
い
と
願
い
、
こ
の
淵
か
ら
た
び
た
び
龍
宮
へ
通
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っ
た
。 

 
 

あ
る
日
、
淵
の
底
に
光
明
の
輝
き
を
見
た
翁
は
、
不
思
議
に
思
い
、
そ
の
根
元
を
尋
ね
求
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
夢
中
に
龍
人
が
現
わ
れ
て
告
げ
た
。
「
わ
れ
、
な
ん
じ
を
待
つ
こ
と
久
し
、
万
民
を
救
い

た
く
ば
こ
の
経
文
を
万
人
に
授
く
べ
し
。
」
と
。
お
告
げ
が
あ
る
と
夢
は
さ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
手
の

中
に
は
経
文
が
有
っ
た
。
そ
の
経
文
に
は
、「
人
、
貧
弱
し
て
多
く
の
病
苦
を
受
け
、
愚
か
と
な
り
て
、

善
悪
を
理
解
せ
ざ
ら
ん
も
、
こ
の
経
文
を
そ
ら
ん
じ
、
わ
が
名
を
唱
え
な
ば
、
願
い
は
必
ず
か
な
う

で
あ
ろ
う
。
」
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村
の
な
ら
わ
し
は
、
神
を
あ
が
め
る
風
習
な
の
で
、
御
神
体
が

な
け
れ
ば
人
は
信
心
を
起
す
ま
い
と
思
い
、
し
る
し
と
し
て
、
御
姿
を
現
わ
し
た
ま
え
と
祈
る
と
、

た
ち
ま
ち
天
地
は
鳴
動
し
て
闇
と
な
り
、
神
の
姿
が
現
わ
れ
、
空
中
か
ら
声
が
あ
っ
た
。
『
天
照
大
神

十
二
の
摂
社
ほ
か
百
二
十
余
社
は
皆
こ
の
大
悲
尊
の
分
身
な
り
、
信
ず
べ
し
敬
う
べ
し
。
』
と
、
お
告

げ
が
終
わ
る
と
神
の
姿
は
淵
に
消
え
た
。
未
翁
は
大
願
成
就
と
大
い
に
喜
ん
で
こ
れ
を
祭
り
、
百
余

尊
権
現
と
唱
え
た
。
村
人
は
、
こ
の
不
思
議
な
話
を
伝
え
聞
い
て
、
神
々
を
勧
請
し
、
村
の
鎮
守
と
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あ
が
め
、
社
を
建
立
し
て
宮
本
院
と
号
し
た
。
そ
の
後
、
旱
魃
に
も
淵
の
水
は
満
ち
、
田
を
助
け
た

と
言
う
。 

 
 

一
方
、
未
翁
は
、
信
州
の
本
田
光
浄
と
い
う
者
に
後
事
を
頼
む
と
、
比
企
の
岩
殿
山
に
登
っ
て
、

観
音
像
を
彫
り
、
こ
の
山
に
安
置
し
て
か
ら
、
石
を
わ
か
ち
て
そ
の
身
を
隠
し
た
。
そ
の
後
多
く
の

星
霜
を
経
て
淵
も
埋
ま
り
社
も
傾
い
た
が
、
文
明
三
年
【
一
、
四
七
一
】
本
田
四
良
三
良
正
浄
は
本

姓
を
隠
し
て
宮
本
院
の
弟
子
と
な
り
修
験
道
を
相
続
し
、
社
を
再
建
し
た
。
そ
し
て
、
昔
の
記
録
を

集
め
て
記
し
こ
れ
を
後
世
の
手
本
に
備
え
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
村
の
鎮
守
な
り
、
祭
神
詳
な
ら
ず
、
別
当
宮
本
院
、
本
山
修
験
、

村
内
不
動
院
配
下
、
信
濃
国
本
田
善
光
の
後
裔
本
田
光
浄
開
基
し
、
其
後
文
明
三
年
本
田
四
郎
三
郎
正

浄
と
云
者
、
祖
先
の
先
蹤
【
せ
ん
し
ょ
う
】
を
し
た
ひ
て
住
職
と
な
り
、
再
建
せ
し
由
、
縁
起
に
載
せ

た
り
、
按
に
本
田
善
光
が
こ
と
、
も
と
よ
り
慥
な
ら
ざ
る
こ
と
は
世
の
知
る
處
な
れ
ど
、
今
姑
縁
起
の

儘
を
記
す
。 
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○
山
王
社
・
天
王
社
・
神
明
社
以
上
三
社
宮
本
院
持
ち
、
ま
た
、
八
幡
社
・
天
神
社
・
愛
宕
社
・
山
王

社
・
稲
荷
社
不
動
院
持
ち
、
浅
間
社
浄
春
院
持
ち
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈

に
よ
り
、
各
社
も
所
在
不
明
と
な
っ
た
。 

 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
鷺
神
社
「
村
社
」
村
の
西
北
隅
に
あ
り
、
国
常
立
尊
を
祀
る
。
祭
日
六

月
二
十
五
日
・
神
明
社
「
平
社
」
村
の
中
央
に
あ
り
、
大
日
靈
尊
を
祀
る
。
祭
日
九
月
二
十
一
日
・
大

杉
社
「
平
社
」
神
明
境
内
に
あ
り
、
高
雷
神
を
祀
る
。
祭
日
三
月
二
十
七
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
鷲
神
社
以
外
の
社
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。 

神
社
行
事 

 
 

不
詳 

伝
統
行
事 

 

 

不
詳 
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◎
付
記 

こ
の
神
社
は
、
杉
戸
町
大
字
本
郷
と
の
境
界
線
上
に
あ
り
、
社
殿
の
中
は
、
中
央
で
仕
切 

 
 

り
が
さ
れ
、
小
淵
と
本
郷
の
鎮
守
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

  

下
谷
神
社
【
不
動
院
野
】 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主
ぬ
し
の

神 か
み 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
神
社
の
裏
手
に
こ
の
神
社
の
由
来
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
有
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
、
勅
令
に
よ
り
不
動
院
野
村
の
各
字
に
あ
っ
た
「
香
取
社
」
七
社
を
合
祀

し
て
、
こ
の
地
【
天
神
社
境
内
地
】
に
奉
祀
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
は
、
後
々
の
災

い
を
恐
れ
て
、
跡
地
に
末
社
と
し
て
「
香
取
社
」
の
小
祠
を
祀
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 
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下
谷
と
は
、
不
動
院
野
の
昔
か
ら
の
集
落
名
で
【
小
淵
か
ら
見
て
低
い
土
地
…
谷
地
の
意
】
通
称
不

動
院
野
を
下
谷
と
称
し
て
い
る
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
「
香
取
社
」
七
社
、
一
つ
は
村
の
鎮
守
な
り
、
大
乗
院
持
ち
、
余
六

社
は
村
民
持
ち
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、「
天
神
社
」
村
社
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
菅
原
道
真
を
祀
る
。
祭
日
二
月
・ 

九
月
二
十
五
日
・
「
香
取
社
」
平
社
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
「
香
取
社
」
平
社
、
村
の
北
方
に
あ
り
、
「
香

取
社
」
平
社
、
村
の
南
方
に
あ
り
、
「
香
取
社
」
平
社
、
村
の
南
方
に
あ
り
、
「
香
取
社
」
平
社
、
村
の

東
方
に
あ
り
、
「
香
取
社
」
平
社
、
東
方
に
あ
り
、
「
香
取
社
」
平
社
、
村
の
東
北
に
あ
り
、
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

神
社
行
事 

 
 

不
詳 
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伝
統
行
事 

 
不
詳 

◎
付
記 
下
谷
の
地
名
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
昭
和
五
十
六
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
埼
玉
Ｆ
Ｍ
放
送
で
、
東
京
と
春 

日
部
付
近
の
地
名
と
題
し
て
お
話
を
し
た
。
【
詳
細
に
つ
い
て
は
略
。
】 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
東
京
の
下
谷
神
社
も
、
こ
の
地
の
神
社
と
同
様
に
、
明
治
四
十
四
年
勅
令
に
よ
っ
て
、 

地
域
の
稲
荷
神
社
を
合
祀
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
【
た
だ
し
、
東
京
は
こ
の 

地
域
を
下
谷
稲
荷
町
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
今
は
住
居
表
示
に
よ
り
そ
の
地
名
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。
】 
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大
杉
神
社
【
不
動
院
野
】 

ご
祭
神
は 

 

倭
大
物

や
ま
と
お
お
も
の

主 ぬ
し

櫛 く
し

甕 み
か

玉
た
ま
の

命
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
口
碑
に
よ
る
と
、
大
杉
神
社
略
縁
起
に
は
、
下
総
国
一
ノ
宮
香
取
社
が
東
葛

飾
郡
内
に
分
社
さ
れ
た
時
代
、
天
下
泰
平
・
国
家
安
泰
・
諸
厄
諸
難
解
除
及
び
家
内
安
全
等
の
神
と
し

て
奉
祀
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
大
杉
大
明
神
と
称
し
明
治
以
後
大
杉
神
社
と
改
め
た
。 

 

こ
の
大
杉
神
社
は
不
動
院
野
村
に
あ
っ
た
大
乗
院
【
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な

っ
た
。
】
の
境
内
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
由
緒
と
し
て
は
、
天
喜
五
年
【
一
、
〇
五
七
】
源
氏
が
奥
州

征
伐
【
前
九
年
の
役
】
の
時
、
当
地
で
暴
風
雨
に
逢
い
、
賊
の
来
襲
を
受
け
、
部
下
数
百
を
失
っ
た
。 

 

そ
の
中
に
兵
糧
方
の
大
将
、
大
野
垂
併
が
戦
死
し
た
の
で
、
そ
の
供
養
の
為
、
大
乗
院
を
建
立
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
乗
院
住
職
で
玄
中
と
い
う
僧
が
お
り
、
法
力
強
く
博
学
の
僧
で
あ
っ
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た
。 

 
こ
の
僧
は
神
仏
混
合
の
時
流
を
悟
り
、
常
陸
国
稲
敷
郡
阿
波
村
の
今
宮
大
明
神
【
通
称
安
姿
様
】
を

境
内
に
祀
り
、
宗
派
の
興
隆
を
計
画
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
こ
の
神
社
の
記
載
は
な
い
。 

 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
こ
の
神
社
の
記
載
は
な
い
。 

神
社
行
事 

 

夏
祭
六
月
二
十
六
・
七
日
・
秋
祭
十
月
二
十
六
・
七
日
。
当
日
は
安
姿
囃
子
【
あ
ん
ば
ば
や
し
】
が

奉
納
さ
れ
て
い
た
。 

伝
統
行
事 

 

こ
の
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
楽
が
あ
る
。
『
不
動
院
野
神
楽
囃
子
』
と
言
っ
て
春
日
部
市

の
指
定
無
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
神
楽
は
、
常
陸
国
鹿
島
郡
阿
波
村
【
茨
城
県
稲
敷
郡
桜
川

村
阿
波
】
に
伝
わ
る
も
の
で
、
当
地
に
伝
来
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
保
存
会
が
所
蔵
し
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て
い
る
道
具
入
れ
の
箱
に
『
武
蔵
国
葛
飾
郡
幸
手
領
不
動
院
野
邑
東
組
中
・
嘉
永
六
年
九
月
八
日
造
之
』

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
楽
は
、
以
前
は
「
太
鼓
連
中
」
と
称
し
た
神
楽
で
あ
っ
た
。
「
太
鼓
連
中
」

と
は
、
不
動
院
野
村
の
東
組
の
者
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
神
楽
囃
子
は
、
一
名
ア
ン
バ
囃
子
と
称

さ
れ
、
大
杉
神
社
の
ご
祭
神
を
俗
に
安
姿
天
狗
の
神
、
船
靈
様
【
ふ
な
だ
ま
さ
ま
】
と
も
言
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
安
姿
【
ア
ン
バ
】
囃
子
の
語
源
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

戦
前
か
ら
終
戦
直
後
の
頃
ま
で
、
農
閑
期
に
な
る
と
、
早
朝
と
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
地
域
の
人

達
が
練
習
し
て
い
た
の
で
、
遠
く
粕
壁
町
の
町
並
み
ま
で
「
囃
子
」
の
音
が
聞
こ
え
て
い
た
。
一
時
期

は
、
神
田
祭
や
地
方
の
祭
及
び
粕
壁
町
の
天
王
祭
に
出
向
い
て
「
囃
子
」
を
演
奏
し
て
い
た
。
昭
和
四

十
五
年
に
「
不
動
院
芸
能
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
て
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
最
近
で
は
子

供
達
に
伝
承
を
と
考
え
て
練
習
・
育
成
に
努
力
し
て
い
る
。 
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白
山
神
社
【
樋
堀
】 

ご
祭
神
は 

 

伊
奘
諾

い

ざ

な

み

の

尊
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
縁
起
等
も
な
い
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
村
の
鎮
守
な
り
、
正
福
寺
持
ち
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
正
福
寺

は
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
り
【
無
住
の
た
め
】
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
、
文
書
も
散
逸
し
て
不

明
。
現
在
は
樋
堀
大
師
堂
と
な
っ
て
い
る
。 

 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
白
山
社
」
平
社
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
伊
奘
諾
尊
を
祀
る
。
祭
日
二
月

六
日
・
七
月
六
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

神
社
行
事 

例
祭 

四
月
六
日 
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伝
統
行
事 

 
 

不
詳 

  

天
神
神
社
【
樋
籠
】 

 

ご
祭
神
は 

 

菅
原
道
真

す
が
は
ら
の
み
ち
ざ
ね 

 

伊
奘
諾

い

ざ

な

み

の

尊
み
こ
と 

保 ほ

食
じ
き
の

命
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
な
れ
ど
、
古
き
棟
札
に
『
延
宝
三
乙
卯
年
三
月
二
十
六
日
、
奉
立
天
満
宮
大
自
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在
天
神
新
社
一
宇
』
と
し
る
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
故
に
こ
の
頃
、
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

尚
こ
の
他
に
、
『
元
禄
十
四
年
三
月
奉
造
立
天
満
大
自
在
天
神
精
舎
一
宇
』
と
記
さ
れ
た
棟
札
が
あ
る
。 

 

お
そ
ら
く
延
宝
三
年
に
建
立
さ
れ
た
社
殿
が
何
等
か
の
事
故
で
大
破
し
た
の
で
、
再
建
さ
れ
た
時
に

作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

明
治
六
年
「
村
社
」
に
列
格
。
昭
和
二
十
四
年
「
宗
教
法
人
」
登
録
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
天
神
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
村
持
ち
と
記
さ
れ
て
い
る
。
末
社
に

稲
荷
・
大
杉
大
明
神
と
あ
る
。
そ
の
他
に
、
村
内
に
「
白
山
社
」
・
「
稲
荷
社
」
共
に
村
持
ち
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
所
在
不
明
。 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
天
神
社
、
「
村
社
」
村
の
中
央
に
あ
り
、
菅
原
道
真
を
祀
る
。
祭
日
二
月

二
十
五
日
・
白
山
社
、
村
の
西
方
に
あ
り
、
伊
奘
諾
尊
を
祀
る
。
祭
日
三
月
六
日
・
稲
荷
社
、
村
の
北

方
に
あ
り
、
保
食
命
を
祀
る
。
祭
日
三
月
初
午
・
九
月
十
五
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

◎
註
「
白
山
社
」
・
「
稲
荷
社
」
は
明
治
時
代
に
、
天
神
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。 
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神
社
行
事 

 
例
祭
三
月
十
五
日 

伝
統
行
事 

 

 

不
詳 

  

女
體
神
社
【
牛
島
】 

ご
祭
神
は 

 

奥
津

お

う

つ

日
子

ひ

こ

の

命
み
こ
と 

 

奥
津

お

う

つ

姫
ひ
め
の

命
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
縁
起
等
も
な
い
。 
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『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
女
體
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
蓮
花
院
持
ち
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。 

蓮
花
院
と
は
、
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
令
に
よ
っ
て
廃
寺
【
隠
居
寺
で
無
住
の
た
め
】
と
さ
れ
た
の
で
、

文
書
等
が
散
逸
し
て
し
ま
い
縁
起
・
由
緒
等
一
切
不
明
。
蓮
花
院
と
は
、
牛
島
の
藤
花
園
で
あ
る
。
『
武

蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
女
体
社
、
「
村
社
」
で
村
の
西
方
に
あ
り
、
息
長
足
姫
を
祀
る
。
祭
日
二
月
十
五

日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、「
天
神
社
」
平
社
で
、
村
の
南
方
に
あ
り
、
菅
原
道
真
を
祀
る
。「
稲

荷
社
」
平
社
で
村
の
東
方
に
あ
り
、
倉
稲
魂
命
を
祀
る
。
「
荒
神
社
」
平
社
で
、
村
の
東
方
に
あ
り
、
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。 

神
社
行
事 

 

春
祭
一
月
十
九
日
・
例
祭
七
月
十
五
日
・
秋
祭
十
一
月
二
十
六
日 

伝
統
行
事 

 
 

不
詳 

末
社
と
し
て
「
稲
荷
社
」
・
「
日
枝
社
」
が
あ
る
。 
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香
取
神
社
【
新
川
】 

ご
祭
神
は 

 

経
津

ふ

つ

主
ぬ
し
の

神 か
み 

 

大
山
咋

お
お
や
ま
さ
の

命
み
こ
と 

 

倉 う

稲 が
の

魂
み
た
ま
の

命
み
こ
と 

由
緒
・
沿
革 

 

鎮
座
年
月
日
は
不
詳
。
由
緒
縁
起
等
も
不
詳
。 

 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
香
取
山
王
合
社
、
村
の
鎮
守
な
り
、
無
量
院
持
ち
と
記
さ
れ
て
い

る
。 

 

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
は
、
「
香
取
社
」
村
社
で
、
村
の
中
央
に
あ
り
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
祭
日
一

月
七
日
と
記
さ
れ
、
「
稲
荷
社
」
平
社
で
、
村
に
合
祀
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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神
社
行
事 

 
春
祭
三
月
二
十
八
日
・
秋
祭
十
一
月
二
十
八
日 

伝
統
行
事 

 
 

不
詳 


